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要約  
本研究では，中学生のもつ「心のᅇ復力」に↔Ⅼをᙜて，心のᅇ復力ᑻ度を作成し
た。心のᅇ復力を「῝้な状ἣから心のᏳ定をྲྀりᡠし，஌り㉺えていく心の強さ」
と捉え，心のᅇ復力に㛵連のあると思われるᵓ成概念「レࢪ࢚ࣜࣥス」「ࢥ࣮ࣆࣥࢢ」
「心の࢚ࢿルࢠ࣮」に㛵する」数のᑻ度をもとに仮㡯目を㑅定した。ḟにᮾ໭ᆅ᪉の
中学ᰯに在⡠するィ 684 ྡ㸦男Ꮚ 354 ྡ，ዪᏊ 330 ྡ㸧の中学生を対㇟に㉁問⣬調
ᰝを実᪋したとこࢁ，心のᅇ復力ᑻ度は 3 因Ꮚᵓ㐀であり，「࣏ࢪࢸ࢕ࣈ力」「問題ゎ
Ỵ力」「෭㟼なุ᩿力」の３ୗ఩ᑻ度でᵓ成されていることが示された。  
ᑻ度の信㢗性においては，ෆ的一㈏性㸦 Cronbach の ǂ ಀ数㸧を用いて検討し，一定
の信㢗性が確認された。またጇᙜ性については，⮫ᗋ心⌮学のᑓ㛛ᐙ 3 ྡによりෆᐜ
的ጇᙜ性が確認された。  
本研究の結果から，本ᑻ度は一定の信㢗性・ጇᙜ性が確認され，ᩍ⫱ሙ㠃で生ᚐの
問題や対応を検討する㝿に౑用できるྍ能性がある。  
キーワード㸸中学生，心のᅇ復力，レࢪ࢚ࣜࣥス，ࢥ࣮ࣆࣥࢢ，心の࢚ࢿルࢠ࣮  
 
 
 
問題࡜┠ⓗ 
 
人はẖ日の生活の中で，人間㛵ಀにᝎࡳ，ま
た，さまࡊまな失ᩋをする㸦ᑠ野ᑎ，2009㸧。
例えば，「信じていたぶ཭に⿬切られた」，「ࢸス
トのⅬ数がᝏかった」など，誰もが日常的に失
ᩋやトラࣈルを経験する㸦ᫍ，2007㸹㧗㎷，2010㸧。
同じ問題や状ἣに㐼㐝しても，ẚ㍑的早く気持
ちを立て┤して事態のゎỴやᨵၿに向かおうと
する人もいるが，そうすることがなかなかでき
ࡎ，㛗い間ᝎࡳ続け，さらには，気持ちのᅇ復
が㐜いことで，より状ἣをᝏ໬さࡏ，またูの 
 
 
 
 
 
問題をᘬき㉳こしてしまう人もいる。㸦㧗㎷，
2010㸧。 
ຍえて，中学生は，不Ⓩᰯ・いじめなどさま
ࡊまな問題をᢪえている。「ඣ❺生ᚐの問題行動
➼生ᚐᣦᑟ上のㅖ問題に㛵する調ᰝ」㸦ᩥ㒊科学
┬，2011㸸௨ୗ，ᩥ科┬㸧によると，ᑠ・中学
ᰯの不Ⓩᰯやいじめの認知状ἣは，౫↛として
┦ᙜ数に上り，特に中学生における不Ⓩᰯは 36
人に㸯人と，㧗い๭ྜにある。特に，不Ⓩᰯは，
いじめを㝖く཭人㛵ಀをめࡄる問題や᝟⥴不Ᏻ
定などの要因があࡆられ㸦ᩥ科┬，2011㸧，ᑠさ
なトラࣈルがきっかけとなりᚎ々に進行してい
くことが多いと考えられる。こうした，中学生
の心⌮的不適応の問題では，日常のல⣽なトラ
ࣈルに対して上ᡭに対処し，஌り㉺えることが
できないために，不Ⓩᰯなどの大きな問題へと
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Abstract 
 
The purpose of the present study was to investigate whether the different aspects of 
self-sacrificing behavior relate differently to eating disorder symptoms. Self-sacrificing 
behavior was assessed using the Silencing the Self Scale (STSS) and the Selflessness 
Scale (SS). One hundred sixty-six female undergraduate students were asked to 
complete the study questionnaire, which included the STSS and the SS, as well as the 
Symptom Rating Scale for Eating Disorders (SRSED). The factor analysis revealed two 
factors, “Self-insufficiency” and “Self-repression,” in the STSS, and one factor, 
“Altruism,” in the SS. A multiple regression analysis using the corresponding subscales 
as predictor variables showed “Self-insufficiency” to be significantly associated with 
“Over eating,” “Daily life controlled by eating,” “Altruism,” “Pressure to eat more,” and 
“Vomiting/Use of laxatives.” It also indicated that there is a significant interaction 
between “Self-insufficiency” and “Altruism” on “Fear of growing fat.” At the end of the 
paper, the different aspects of self-sacrificing behavior, and their importance in the 
prevention of eating disorders, are discussed. 
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発ᒎしてしまうྍ能性がある。 
このような中学生の問題の῝้໬を防ࡄため
にも，「心のᅇ復力」が重要であることが考えら
れる。心のᅇ復力とは，さまࡊまなฟ᮶事にが
っかりしたり，不Ᏻにおののいたり，強いᛣり
を感じながらも，立ち┤り，஌り㉺えていく力
㸦ᫍ，2007㸧である。心のᅇ復力は，困難なฟ
᮶事に㐼㐝しても，その状ἣを෭㟼に捉えるこ
とができ，どのように行動しゎỴして立ち┤っ
ていくかといった心の強さであると捉えている。
つまり，困難なฟ᮶事に対処するための「能力」
と「行動」と，その㸰つをᑟいてくれるために，
௚者が୚えてくれる⛠㈶や႐ࡧなどといった体
験によって「存在」を見ฟしてくれることが重
要であると考えられる。このようなഃ㠃から心
のᅇ復力を捉えていくᚲ要があると思われる。 
心のᅇ復力に㛵連するᵓ成概念として「レࢪ
࢚ࣜࣥス」と「ࢥ࣮ࣆࣥࢢ」がᣲࡆられる。レ
ࢪ࢚ࣜࣥスとは，「困難な状ἣになっても精神的
健ᗣや♫఍的適応行動を⥔持する，あるいはᅇ
復する心⌮特性」㸦ᑠሷ・中㇂・金Ꮚ・㛗ᓠ，
2002㸹▼ẟ・↓⸨，2005㸧と定義され，ᅇ復す
る過程に╔目している㸦▼ẟ・↓⸨，2005㸧。
一᪉，ࢥ࣮ࣆࣥࢢは，「心⌮的ストレス反応のప
ῶを目的とした行動」であり㸦ᆏ田，1989㸧，
困難な状ἣにおける心⌮的過程に╔目している
㸦ᑠሷ௚，2002㸧。心のᅇ復という観Ⅼでࡳる
と，ともに，心⌮的過程に╔目していることか
ら，同じ要因がྵまれていると᥎ される。し
かし，レࢪ࢚ࣜࣥスは，「困難な状ἣにおいて苦
痛を感じながらも，そのᚋの適応的なᅇ復をᑟ
く心⌮的な特性およࡧ能力と捉え，人間のᖜᗈ
い心⌮的な適応過程を⌮ゎする概念であり㸦ᑠ
ሷ௚，2002㸧，状態的ഃ㠃をᢅっていると考え
られる。」また，ࢥ࣮ࣆࣥࢢは，「問題や᝟動に
↔Ⅼをᙜて㸦ᯘ，1990㸧，認知・行動的ࣉࣟࢭ
スのഃ㠃をᢅっている」と思われる。また，レ
ࢪ࢚ࣜࣥスは，」数の概念が多くྵまれること
や，定義が研究者によって異なるため，᭕᫕で
あり，ᢳ㇟的な概念でると᥎ される。一᪉ࢥ
࣮ࣆࣥࢢは，定義も確立されており，行動的な
㠃をᢅっているためල体的な概念であると᥎ 
される。しかし，心のᅇ復力というഃ㠃から見
ると，レࢪ࢚ࣜࣥスには「認知・行動的ഃ㠃」・
ࢥ࣮ࣆࣥࢢには「ᅇ復をᑟく特性や能力のഃ㠃」
が不༑ศであるため，⤌ࡳྜわࡏることで，஫
いの特徴を生かした࢔ࣉ࣮ࣟࢳがྍ能であると
予 される。 
また，レࢪ࢚ࣜࣥスやࢥ࣮ࣆࣥࢢにຍえ，心
のᅇ復力にྵまれる要因に，「心の࢚ࢿルࢠ࣮」
があると考えられる。心の࢚ࢿルࢠ࣮とは，「Ᏻ
心感，ᴦしい体験，認められる体験の３要⣲か
らᵓ成され，ඖ気や意ḧのもととなるものであ
る㸦Ⳣ野，2008㸧。」Ꮚどもの中にඖ気や意ḧが
‪いてくると，困難なㄢ題にᣮࢇでもඞ᭹する
ことができる㸦Ⳣ野，2008㸧。つまり，心の࢚
ࢿルࢠ࣮は，「存在的ഃ㠃」をᢅっていると考え
られる。また，Ⳣ野㸦2001㸧は，心の࢚ࢿルࢠ
࣮は，日常生活での経験からᚓられるものであ
り，意ḧ，動機，活力などとの㛵連が῝いこと
をᣦ᦬している。཭人や学⣭㞟ᅋ生活での強い
不Ᏻや失ᩋのᜍれから不Ⓩᰯになる生ᚐも存在
する㸦Ọ஭，1996㸧。そのような生ᚐには，特
に，心の࢚ࢿルࢠ࣮の要⣲である認められる体
験や，ᴦしい体験㸦Ⳣ野，2008㸧といった࣏ࢪ
ࢸ࢕ࣈな体験が重要であると᥎ される。 
レࢪ࢚ࣜࣥスとࢥ࣮ࣆࣥࢢには，㢮ఝする要
⣲がྵまれており，心のᅇ復力という観Ⅼから，
෌ᩚ⌮することができると思われる。また，レ
ࢪ࢚ࣜࣥスやࢥ࣮ࣆࣥࢢにはྵまれていない心
の࢚ࢿルࢠ࣮の要⣲をຍえ，⤌ࡳྜわࡏること
で，レࢪ࢚ࣜࣥスの持つ「状態的ഃ㠃」，ࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢの持つ「認知・行動的ഃ㠃」，心の࢚ࢿルࢠ
࣮の持つ「存在的ഃ㠃」といった 3 つのഃ㠃か
ら，多㠃的にᰝ定できるため，さまࡊまなどⅬ
からの࢔ࣉ࣮ࣟࢳを行えるྍ能性があると予 
される。ᆏ根㸦2009㸧は，人生が୚える困難か
らᅇ復するために，しなやかさやくじけない心
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を持つことの重要性を述べている。つまり，し
なやかさ・くじけない心は心のᅇ復力にྵまれ
る要因であると思われる。このような要因が，
レࢪ࢚ࣜࣥス・ࢥ࣮ࣆࣥࢢ・心の࢚ࢿルࢠ࣮に
ྵまれていると᥎ され，心のᅇ復力としてま
とめるᚲ要があると考えられる。 
そこで，本研究では，心のᅇ復力との㛵連が
予 される」数のᑻ度をもとにして心のᅇ復力
の᪂たなᑻ度の作成をヨࡳるとともに，信㢗
性・ጇᙜ性の検討を行うことを目的とする。 
 
᪉ἲ 
 
調ᰝ㸯㸸「心のᅇ復力ᑻ度」作成のための予ഛ調
ᰝ 
目的 心のᅇ復力ᑻ度の仮㡯目を作成する。 
調ᰝ対㇟ ᮾ໭ᆅ᪉の中学ᰯに在⡠する㸰ᖺ生
195 ྡ。性ูのෆヂは男Ꮚ 93 ྡ，ዪᏊが 102
ྡであった(᭷ຠᅇ⟅ 86.2㸣) 
調ᰝ時ᮇ 2013 ᖺ㸵᭶㸯日㹼㸵᭶ 31 日  
調ᰝᡭ続き ㉁問⣬を学ᰯᐄてに㒑㏦し，ᤵ業
の๓ᚋにᢸ௵のඛ生に配ᕸしてもらい，クラス
ࡈとに一ᩧに実᪋してもらった。ᅇ⟅は↓グྡ
で行われた。 
㉁問⣬のᵓ成  
㸦㸯㸧ࣇ࢙࢖スࢩ࣮ト 性ูと学ᖺをたࡎねた。 
㸦㸰㸧ඛ行研究から，心のᅇ復力に㛵連がある
と考えられる௨ୗのᵓ成概念をもとに作成した。 
レࢪ࢚ࣜࣥスᑻ度 
㸯㸧中学生用レࢪ࢚ࣜࣥࢩ࣮ᑻ度㸦▼ẟ・↓⸨，   
2005㸧 
▼ẟら㸦2005㸧は，レࢪ࢚ࣜࣥࢩ࣮は，心の
ᅇ復をຓける心⌮的特性㠃に╔目することから，
ᅇ復にᑟく行動を 定することがྍ能であると
捉えている。 
㸰㸧精神的ᅇ復力ᑻ度㸦ᑠሷ・中㇂・金Ꮚ・㛗
ᓠ，2002㸧 
精神的ᅇ復力を困難で⬣ጾ的な状ἣにもかか
わらࡎ，うまく適応する過程・能力・結果であ
ると定義している。どのような心⌮的特性が，
不ྍ㑊で困難な事態からのᅇ復をᑟくのかを検
討することは，個人の困難な状ἣでの心⌮的ᅇ
復や適応的で✚ᴟ的な発㐩過程を考える上で重
要であるとᑠሷら㸦2002㸧はᣦ᦬している。 
３㸧レࢪ࢚ࣜࣥスᑻ度㸦᳃・ΎỈ・▼田・       
෠Ọ・Hiew，2002㸧 
᳃ら㸦2002㸧は，レࢪ࢚ࣜࣥスについて，「よ
りよく問題をゎỴする㈨㉁や能力，自らをᚊし
つつ，௚人とともに強調し，௚人を思いやる心
や感動する心をもってたくましく生きる力」で
あると捉えている。 
㸲㸧レࢪ࢚ࣜࣥスᵓ成要因㸦金஭・ෆ田，2005㸧 
金஭ら㸦2005㸧の研究で౑用されたレࢪ࢚ࣜ
ࣥスᑻ度は，᳃ら㸦2002㸧が作成したレࢪ࢚ࣜ
ࣥスᑻ度を౑用しているため，本研究では，レ
ࢪ࢚ࣜࣥスᵓ成要因を᥇用した。 
ࢥ࣮ࣆࣥࢢᑻ度 
㸳㸧中学生用ࢥ࣮ࣆࣥࢢᑻ度㸦୕ᾆ・ᆏ野・上
野，1997㸧 
୕ᾆ・ᆏ野・上野㸦1997㸧は，中学生が日常
の学ᰯ生活において経験するストレࢵࢧ࣮に対
して行うࢥ࣮ࣆࣥࢢを 定することを目的とし
ている。 
㸴㸧中学生対人ストレスࢥ࣮ࣆࣥࢢᑻ度㸦㬗ῲ，
2009㸧 
㬗ῲ㸦2009㸧は，不Ⓩᰯのきっかけや不Ⓩᰯ
⥅続の⌮⏤として，「཭人㛵ಀをめࡄる問題」「学
業不᣺」など学ᰯ生活に㛵する学ᰯにおいて経
験している心⌮的ストレスが多いことに注目し
ている。学ᰯ不適応感との密᥋な㛵連がᣦ᦬さ
れているストレスࣇルな࢖ベࣥトとして対人ス
トレスሙ㠃をྲྀり上ࡆている。 
㸵㸧࣏ࢪࢸ࢕ࣈ㛵ಀࢥ࣮ࣆࣥࢢᑻ度㸦ຍ⸨，
2006㸧 
ຍ⸨㸦2006㸧は࣏ࢪࢸ࢕ࣈ㛵ಀࢥ࣮ࣆࣥࢢを，
ストレスࣇルな対人㛵ಀに対して，その㛵ಀを
✚ᴟ的にᨵၿ・⥔持しようとする᪉␎であると
定義している。   
発ᒎしてしまうྍ能性がある。 
このような中学生の問題の῝้໬を防ࡄため
にも，「心のᅇ復力」が重要であることが考えら
れる。心のᅇ復力とは，さまࡊまなฟ᮶事にが
っかりしたり，不Ᏻにおののいたり，強いᛣり
を感じながらも，立ち┤り，஌り㉺えていく力
㸦ᫍ，2007㸧である。心のᅇ復力は，困難なฟ
᮶事に㐼㐝しても，その状ἣを෭㟼に捉えるこ
とができ，どのように行動しゎỴして立ち┤っ
ていくかといった心の強さであると捉えている。
つまり，困難なฟ᮶事に対処するための「能力」
と「行動」と，その㸰つをᑟいてくれるために，
௚者が୚えてくれる⛠㈶や႐ࡧなどといった体
験によって「存在」を見ฟしてくれることが重
要であると考えられる。このようなഃ㠃から心
のᅇ復力を捉えていくᚲ要があると思われる。 
心のᅇ復力に㛵連するᵓ成概念として「レࢪ
࢚ࣜࣥス」と「ࢥ࣮ࣆࣥࢢ」がᣲࡆられる。レ
ࢪ࢚ࣜࣥスとは，「困難な状ἣになっても精神的
健ᗣや♫఍的適応行動を⥔持する，あるいはᅇ
復する心⌮特性」㸦ᑠሷ・中㇂・金Ꮚ・㛗ᓠ，
2002㸹▼ẟ・↓⸨，2005㸧と定義され，ᅇ復す
る過程に╔目している㸦▼ẟ・↓⸨，2005㸧。
一᪉，ࢥ࣮ࣆࣥࢢは，「心⌮的ストレス反応のప
ῶを目的とした行動」であり㸦ᆏ田，1989㸧，
困難な状ἣにおける心⌮的過程に╔目している
㸦ᑠሷ௚，2002㸧。心のᅇ復という観Ⅼでࡳる
と，ともに，心⌮的過程に╔目していることか
ら，同じ要因がྵまれていると᥎ される。し
かし，レࢪ࢚ࣜࣥスは，「困難な状ἣにおいて苦
痛を感じながらも，そのᚋの適応的なᅇ復をᑟ
く心⌮的な特性およࡧ能力と捉え，人間のᖜᗈ
い心⌮的な適応過程を⌮ゎする概念であり㸦ᑠ
ሷ௚，2002㸧，状態的ഃ㠃をᢅっていると考え
られる。」また，ࢥ࣮ࣆࣥࢢは，「問題や᝟動に
↔Ⅼをᙜて㸦ᯘ，1990㸧，認知・行動的ࣉࣟࢭ
スのഃ㠃をᢅっている」と思われる。また，レ
ࢪ࢚ࣜࣥスは，」数の概念が多くྵまれること
や，定義が研究者によって異なるため，᭕᫕で
あり，ᢳ㇟的な概念でると᥎ される。一᪉ࢥ
࣮ࣆࣥࢢは，定義も確立されており，行動的な
㠃をᢅっているためල体的な概念であると᥎ 
される。しかし，心のᅇ復力というഃ㠃から見
ると，レࢪ࢚ࣜࣥスには「認知・行動的ഃ㠃」・
ࢥ࣮ࣆࣥࢢには「ᅇ復をᑟく特性や能力のഃ㠃」
が不༑ศであるため，⤌ࡳྜわࡏることで，஫
いの特徴を生かした࢔ࣉ࣮ࣟࢳがྍ能であると
予 される。 
また，レࢪ࢚ࣜࣥスやࢥ࣮ࣆࣥࢢにຍえ，心
のᅇ復力にྵまれる要因に，「心の࢚ࢿルࢠ࣮」
があると考えられる。心の࢚ࢿルࢠ࣮とは，「Ᏻ
心感，ᴦしい体験，認められる体験の３要⣲か
らᵓ成され，ඖ気や意ḧのもととなるものであ
る㸦Ⳣ野，2008㸧。」Ꮚどもの中にඖ気や意ḧが
‪いてくると，困難なㄢ題にᣮࢇでもඞ᭹する
ことができる㸦Ⳣ野，2008㸧。つまり，心の࢚
ࢿルࢠ࣮は，「存在的ഃ㠃」をᢅっていると考え
られる。また，Ⳣ野㸦2001㸧は，心の࢚ࢿルࢠ
࣮は，日常生活での経験からᚓられるものであ
り，意ḧ，動機，活力などとの㛵連が῝いこと
をᣦ᦬している。཭人や学⣭㞟ᅋ生活での強い
不Ᏻや失ᩋのᜍれから不Ⓩᰯになる生ᚐも存在
する㸦Ọ஭，1996㸧。そのような生ᚐには，特
に，心の࢚ࢿルࢠ࣮の要⣲である認められる体
験や，ᴦしい体験㸦Ⳣ野，2008㸧といった࣏ࢪ
ࢸ࢕ࣈな体験が重要であると᥎ される。 
レࢪ࢚ࣜࣥスとࢥ࣮ࣆࣥࢢには，㢮ఝする要
⣲がྵまれており，心のᅇ復力という観Ⅼから，
෌ᩚ⌮することができると思われる。また，レ
ࢪ࢚ࣜࣥスやࢥ࣮ࣆࣥࢢにはྵまれていない心
の࢚ࢿルࢠ࣮の要⣲をຍえ，⤌ࡳྜわࡏること
で，レࢪ࢚ࣜࣥスの持つ「状態的ഃ㠃」，ࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢの持つ「認知・行動的ഃ㠃」，心の࢚ࢿルࢠ
࣮の持つ「存在的ഃ㠃」といった 3 つのഃ㠃か
ら，多㠃的にᰝ定できるため，さまࡊまなどⅬ
からの࢔ࣉ࣮ࣟࢳを行えるྍ能性があると予 
される。ᆏ根㸦2009㸧は，人生が୚える困難か
らᅇ復するために，しなやかさやくじけない心
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心の࢚ࢿルࢠ࣮ 
㸶㸧「精神的඘㊊・♫఍適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ
野・⥥஭，2002㸧 
Ⳣ野ら㸦2002㸧は，生ᚐが心の状態や行動を
᣺り㏉るどⅬとして，精神的඘㊊と♫఍適応力
の㸰Ⅼから注目して検討している。本研究では，
特に精神的඘㊊をྲྀり上ࡆる。精神的඘㊊とは，
日常生活での経験からᚓられるもので，意ḧ，
動機，活力などとの㛵連が῝く，実㝿の行動を
生㉳さࡏ持続さࡏるものと定義している。 
೔⌮的配៖ ㉁問⣬の⾲⣬に，ձཧຍの自⏤の
ಖ障，ղ学業成⦼やホ౯に㛵ಀがないこと，ճ
ࣉラ࢖ࣂࢩ࣮のಖㆤ，մ༏ྡ性のಖ持について
᫂グした。 
ศᯒ᪉ἲ 因Ꮚศᯒを行い検討した㸦IBM 
SPSS statistics 22㸧。 
 
⤖ᯝ 
 
㉁問㡯目㑅定については，ྛᑻ度のୗ఩㡯目
の因Ꮚ㈇Ⲵ㔞に基づいた㑅定と，⮫ᗋ心⌮学を
ᑓ㛛とするᩍဨおよࡧ大学院生とのྜ㆟によっ
て行い，また，中学生にも⌮ゎしやすいゝⴥに
変えるなどのᨵⰋを行い，まとめた。ྛᑻ度よ
り㑅定された㉁問㡯目 54 㡯目について，因Ꮚศ
ᯒ㸦主因Ꮚἲ・ࣉ࣐ࣟࢵクスᅇ㌿㸧と๓述のᑓ
㛛ᐙとのྜ㆟による結果を経て，ࣇࣟ࢔ຠ果・
ኳ஭ຠ果，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞のపかった 25 㡯目を㝖እ
した。因Ꮚ㈇Ⲵ㔞は.35 ௨上を基‽とし，㉁問㡯
目は 29 㡯目，３因Ꮚがጇᙜであると考えられた。 
 
調ᰝ㸰㸸「心のᅇ復力ᑻ度」作成のための本調ᰝ 
目的 作成されたୗ఩ᑻ度㡯目の検討及ࡧ，心
のᅇ復力ᑻ度の信㢗性とጇᙜ性を検ドする。 
調ᰝ対㇟ 調ᰝ対㇟者は，ᮾ໭ᆅ᪉の中学ᰯに
在⡠する 㸯ᖺ生 242 ྡ，㸰ᖺ生 207 ྡ，３ᖺ
生 235 ྡのィ 684 ྡ。性ูのෆヂは，男Ꮚ 354
ྡ，ዪᏊ 330 ྡ㸦㸯ᖺ生男Ꮚ 135 ྡ，ዪᏊ 106
ྡ，㸰ᖺ生男Ꮚ 100 ྡ，ዪᏊ 107 ྡ，３ᖺ生男
Ꮚ 118 ྡ，ዪᏊ 117 ྡ，᏶඲ᅇ⟅ 92.3㸣㸧。 
調ᰝ時ᮇ 2013 ᖺ㸷᭶㸯日㹼㸷᭶ 31 日  
ᡭ続き ㉁問⣬を学ᰯᐄてに㒑㏦し，ᤵ業の๓
ᚋにᢸ௵のඛ生に配ᕸしてもらい，クラスࡈと
に一ᩧに実᪋してもらった。ᅇ⟅は↓グྡで行
われた。 
㉁問⣬のᵓ成  
㸦㸯㸧ࣇ࢙࢖スࢩ࣮ト 性ูと学ᖺをたࡎねた。 
㸦㸰㸧中学生の心のᅇ復力ᑻ度 ᩍ示ᩥとして，
「ࠗ཭㐩とけࢇかをした」「ࢸストのⅬ数がᝏか
った」など，あなたが日常生活で失ᩋやトラࣈ
ルを経験した時の対応のしかたと，あなたの日
ࡈࢁの様Ꮚについてお⪺きします࠘を㍕ࡏ，調
ᰝ㸯でᚓられた結果からⴭ者が作成した仮㡯目，
29 㡯目について，「よくあてはまる」㸦㸲Ⅼ㸧，「や
やあてはまる」㸦３Ⅼ㸧，「ややあてはまらない」
㸦㸰Ⅼ㸧，「඲↛あてはまらない」㸦㸯Ⅼ㸧の㸲௳
ἲでたࡎねた。なお，ྜィᚓⅬが㧗い࡯ど，心
のᅇ復力が㧗いことを意࿡する㸦㏫㌿㡯目はな
し㸧。  
೔⌮的配៖ ㉁問⣬の⾲⣬に，ձཧຍの自⏤の
ಖ障，ղ学業成⦼やホ౯に㛵ಀがないこと，ճ
ࣉラ࢖ࣂࢩ࣮のಖㆤ，մ༏ྡ性のಖ持について
᫂グした。 
ศᯒ᪉ἲ IBM SPSS statistics 22 を用いて，
心のᅇ復力ᑻ度の因Ꮚᵓ㐀を検討するために，
因Ꮚศᯒを行った。信㢗性の検ドは，ෆ的一㈏
性を確認するために，Cronbach の ǂ ಀ数を⟬
ฟした。ጇᙜ性の検ドは，ෆᐜ的ጇᙜ性を確認
するために，⮫ᗋ心⌮学をᑓ㛛とするᩍဨおよ
ࡧ大学院生による検討を行った。 
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Table ᚰࡢᅇ᚟ຊᑻᗘࡢᅉᏊศᯒ⤖ᯝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⤖ᯝ 
 
調ᰝ㸯でᚓられた 29 㡯目について，因Ꮚศᯒ
㸦主因Ꮚἲ・ࣉ࣐ࣟࢵクスᅇ㌿㸧とྜ㆟による
結果を経て，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞のపかった 10 㡯目を㝖
እして，෌度因Ꮚศᯒ㸦主因Ꮚἲ，ࣂ࣐ࣜࢵク
スᅇ㌿㸧を行った。その結果，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞.35
௨上を基‽とし，㉁問㡯目は 19 㡯目，３因Ꮚが
ጇᙜであると考えられた。Table にࣂ࣐ࣜࢵク
スᅇ㌿ᚋの因Ꮚࣃタ࣮ࣥ行ิ・因Ꮚ間の┦㛵・
⣼✚ᐤ୚⋡を示した。なお，➨㸯因Ꮚの㸶㡯目
は，๓向きに物事をとらえる㡯目や，建タ的な
思考を⾲す㡯目がྵまれていたため，「࣏ࢪࢸ࢕
ࣈ力」因Ꮚと࿨ྡした。➨㸰因Ꮚの㸵㡯目は，
目の๓の問題にしっかり向きྜい，自ศをࢥࣥ
ト࣮ࣟルという意࿡ྜがྵまれていたため，「問
題ゎỴ力」因Ꮚと࿨ྡした。➨３因Ꮚの㸲㡯目
は，物事をᐈ観的にࡳる，ᰂ㌾な考えができる
といった㡯目がྵまれていたため，「෭㟼なุ᩿
力」因Ꮚと࿨ྡした。 
信㢗性の検ド 
ḟに，ྛୗ఩因Ꮚとᑻ度඲体の信㢗性を検ド
するために，Cronbach の ǂಀ数を⟬ฟした。
その結果，➨㸯因Ꮚはǂ㸻.81，➨㸰因Ꮚはǂ㸻.76，
➨３因Ꮚは ǂ㸻.59 であり，ᑻ度඲体では ǂ㸻.77
が示された。 
ጇᙜ性の検ド 
ෆᐜ的ጇᙜ性を確認するために，⮫ᗋ心⌮学を
Ϩ ϩ Ϫ
➨因Ꮚ㸸࣏ࢪࢸ࢕ࣈ力㸦Ș㸻㸧
自ศのᮍ᮶にはきっといいことがあると思う   
ඛ生から「がࢇばったね」「いっしࡻうけࢇめいやっているね」
などと࡯めてもらえることがある
つらい時ࠊ自ศの気持ちをᐙ᪘௨እの人に⪺いてもらう   
人間として成㛗したと思う   
自ศにはかなり自信がある   
いつも᫂るくにこにこしているとゝわれる   
自ศの気持ちをぶやᐙ᪘にᡴち᫂けられる   
人は自ศの考えや気持ちをศかってくれると思う   
➨因Ꮚ㸸問題ゎỴ力㸦Ș㸻㸧
問題をᩚ⌮してࠊどうするべきか考える   
問題が㉳きた時ࠊしっかり向きྜう   
失ᩋした時ࠊ自ศのことを見つめ┤しࠊ反┬する   
自ศの感᝟をࢥࣥト࣮ࣟルできる᪉だ   
人のことを考えて行動するようにする   
人に㢗らないでゎỴしようとດ力する   
すࡄに࢝ࢵとなることはない   
➨因Ꮚ㸸෭㟼なุ᩿力㸦Ș㸻㸧
時間が過ࡂるのをᚅつ   
どうしようもない時にあきらめる   
㛵ಀのありそうなものや人に㏆づかない   
どうにでもなれと思う   
因Ꮚ間┦㛵              ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉϨ ̿  
ϩ ̿ 
Ϫ ̿
⣼✚ᐤ୚⋡㸦㸣㸧   
㡯目 因Ꮚ㈇Ⲵ㔞
  
心の࢚ࢿルࢠ࣮ 
㸶㸧「精神的඘㊊・♫఍適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ
野・⥥஭，2002㸧 
Ⳣ野ら㸦2002㸧は，生ᚐが心の状態や行動を
᣺り㏉るどⅬとして，精神的඘㊊と♫఍適応力
の㸰Ⅼから注目して検討している。本研究では，
特に精神的඘㊊をྲྀり上ࡆる。精神的඘㊊とは，
日常生活での経験からᚓられるもので，意ḧ，
動機，活力などとの㛵連が῝く，実㝿の行動を
生㉳さࡏ持続さࡏるものと定義している。 
೔⌮的配៖ ㉁問⣬の⾲⣬に，ձཧຍの自⏤の
ಖ障，ղ学業成⦼やホ౯に㛵ಀがないこと，ճ
ࣉラ࢖ࣂࢩ࣮のಖㆤ，մ༏ྡ性のಖ持について
᫂グした。 
ศᯒ᪉ἲ 因Ꮚศᯒを行い検討した㸦IBM 
SPSS statistics 22㸧。 
 
⤖ᯝ 
 
㉁問㡯目㑅定については，ྛᑻ度のୗ఩㡯目
の因Ꮚ㈇Ⲵ㔞に基づいた㑅定と，⮫ᗋ心⌮学を
ᑓ㛛とするᩍဨおよࡧ大学院生とのྜ㆟によっ
て行い，また，中学生にも⌮ゎしやすいゝⴥに
変えるなどのᨵⰋを行い，まとめた。ྛᑻ度よ
り㑅定された㉁問㡯目 54 㡯目について，因Ꮚศ
ᯒ㸦主因Ꮚἲ・ࣉ࣐ࣟࢵクスᅇ㌿㸧と๓述のᑓ
㛛ᐙとのྜ㆟による結果を経て，ࣇࣟ࢔ຠ果・
ኳ஭ຠ果，因Ꮚ㈇Ⲵ㔞のపかった 25 㡯目を㝖እ
した。因Ꮚ㈇Ⲵ㔞は.35 ௨上を基‽とし，㉁問㡯
目は 29 㡯目，３因Ꮚがጇᙜであると考えられた。 
 
調ᰝ㸰㸸「心のᅇ復力ᑻ度」作成のための本調ᰝ 
目的 作成されたୗ఩ᑻ度㡯目の検討及ࡧ，心
のᅇ復力ᑻ度の信㢗性とጇᙜ性を検ドする。 
調ᰝ対㇟ 調ᰝ対㇟者は，ᮾ໭ᆅ᪉の中学ᰯに
在⡠する 㸯ᖺ生 242 ྡ，㸰ᖺ生 207 ྡ，３ᖺ
生 235 ྡのィ 684 ྡ。性ูのෆヂは，男Ꮚ 354
ྡ，ዪᏊ 330 ྡ㸦㸯ᖺ生男Ꮚ 135 ྡ，ዪᏊ 106
ྡ，㸰ᖺ生男Ꮚ 100 ྡ，ዪᏊ 107 ྡ，３ᖺ生男
Ꮚ 118 ྡ，ዪᏊ 117 ྡ，᏶඲ᅇ⟅ 92.3㸣㸧。 
調ᰝ時ᮇ 2013 ᖺ㸷᭶㸯日㹼㸷᭶ 31 日  
ᡭ続き ㉁問⣬を学ᰯᐄてに㒑㏦し，ᤵ業の๓
ᚋにᢸ௵のඛ生に配ᕸしてもらい，クラスࡈと
に一ᩧに実᪋してもらった。ᅇ⟅は↓グྡで行
われた。 
㉁問⣬のᵓ成  
㸦㸯㸧ࣇ࢙࢖スࢩ࣮ト 性ูと学ᖺをたࡎねた。 
㸦㸰㸧中学生の心のᅇ復力ᑻ度 ᩍ示ᩥとして，
「ࠗ཭㐩とけࢇかをした」「ࢸストのⅬ数がᝏか
った」など，あなたが日常生活で失ᩋやトラࣈ
ルを経験した時の対応のしかたと，あなたの日
ࡈࢁの様Ꮚについてお⪺きします࠘を㍕ࡏ，調
ᰝ㸯でᚓられた結果からⴭ者が作成した仮㡯目，
29 㡯目について，「よくあてはまる」㸦㸲Ⅼ㸧，「や
やあてはまる」㸦３Ⅼ㸧，「ややあてはまらない」
㸦㸰Ⅼ㸧，「඲↛あてはまらない」㸦㸯Ⅼ㸧の㸲௳
ἲでたࡎねた。なお，ྜィᚓⅬが㧗い࡯ど，心
のᅇ復力が㧗いことを意࿡する㸦㏫㌿㡯目はな
し㸧。  
೔⌮的配៖ ㉁問⣬の⾲⣬に，ձཧຍの自⏤の
ಖ障，ղ学業成⦼やホ౯に㛵ಀがないこと，ճ
ࣉラ࢖ࣂࢩ࣮のಖㆤ，մ༏ྡ性のಖ持について
᫂グした。 
ศᯒ᪉ἲ IBM SPSS statistics 22 を用いて，
心のᅇ復力ᑻ度の因Ꮚᵓ㐀を検討するために，
因Ꮚศᯒを行った。信㢗性の検ドは，ෆ的一㈏
性を確認するために，Cronbach の ǂ ಀ数を⟬
ฟした。ጇᙜ性の検ドは，ෆᐜ的ጇᙜ性を確認
するために，⮫ᗋ心⌮学をᑓ㛛とするᩍဨおよ
ࡧ大学院生による検討を行った。 
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ᑓ㛛とするᩍဨおよࡧ大学院生による検討を行
った。ศᯒ結果をもとに，๓述のᑓ㛛ᐙとのྜ
㆟を༑ศに重ねたため，一定のෆᐜ的ጇᙜ性は
確認された。また，➨３因Ꮚの෭㟼なุ᩿力は，
ᰂ㌾な考えやしなやかさを⾲すような要因であ
り，➨㸯因Ꮚの࣏ࢪࢸ࢕ࣈ力は，くじけない心
を示すような要因であると᥎ され，᝿定して
いた㡯目がྵまれていたことや，レࢪ࢚ࣜࣥ
ス・ࢥ࣮ࣆࣥࢢ・心の࢚ࢿルࢠ࣮のすべての㉁
問㡯目がྵまれていたことから，３つの概念を
ྜわࡏることで心のᅇ復力が成り立つと᥎ さ
れる。 
 
⪃ᐹ 
 
本研究では，⮫ᗋ心⌮学から見た中学生をも
つ「心のᅇ復力」に↔Ⅼをᙜて，心のᅇ復力ᑻ
度の᥈⣴的因Ꮚศᯒを行い，因Ꮚᵓ㐀の確認を
目的とした。「レࢪ࢚ࣜࣥス」「ࢥ࣮ࣆࣥࢢ」
「心の࢚ࢿルࢠ࣮」といった心のᅇ復力に㛵連
のある心⌮的ᵓ成要因のᑻ度をもとに，心のᅇ
復力ᑻ度の作成をヨࡳた。本研究による成果は，
本研究の目的である「心のᅇ復力ᑻ度」の作成
と信㢗性とጇᙜ性をある程度確認できたことで
ある。本研究における中学生のもつ「心のᅇ復
力」は，３因Ꮚでᵓ成されていることが᫂らか
となった。因Ꮚศᯒのᑻ度のᑻ度㡯目のまとま
りの結果や，信㢗性検ドの結果やෆᐜ的ጇᙜ性
の検ドを行った結果を考៖し，３因Ꮚがጇᙜで
あると思われた。 
➨㸯因Ꮚの㉁問㡯目には，“自ศのᮍ᮶にはき
っといいことがあると思う”や“ඛ生から「がࢇ
ばったね」「いっしࡻうけࢇめいやっているね」
などと࡯めてもらえることがある”などのレࢪ
࢚ࣜࣥスの「⫯定的なᮍ᮶ᚿ向」㸦ᑠሷら，2002㸧
や“心の࢚ࢿルࢠ࣮”である「認められる体験」
などの要⣲がྵまれていることから，࿘ᅖとの
㛵わりによってᚓられる⫯定的要⣲や๓向きに
ྲྀり⤌ࢇでいくことが心のᅇ復力には重要では
ないかと᥎ される。๓向きな心を⫱てる᪉ἲ
として，࿘ᅖから࡯められたり，ດ力したこと
を認めてあࡆたりすることが大切であるとゝわ
れている㸦e.g.Ⳣ野，2008㸹ᑠ野ᑎ，2009㸧。
そのような体験を✚ࡳ重ねていくことで“௒の
自ศで大୔ኵだ”という自信に⧅がる㸦ᑠ野ᑎ，
2009㸧。中学生の時ᮇにとって，困難なሙ㠃や
状ἣに㈇けࡎ，࣏ࢪࢸ࢕ࣈに物事を考える力は
ᚲ要不ྍḞであると考えられる。 
➨㸰因Ꮚには，“問題をゎỴして，どうするべ 
きか考える”，“失ᩋした時，自ศのことを見つ
め┤し反┬する”，“自ศの感᝟をࢥࣥト࣮ࣟル
する”などの㉁問㡯目がྵまれる。そのため，自
ศに㉳きた問題に対して自ศで考え，自己ࢥࣥ
ト࣮ࣟルしていく力が心のᅇ復力には重要で
あると思われる。᳃ら㸦2002㸧は，さまࡊまな
ヨ⦎や問題に㐼㐝しても，そうしたヨ⦎を஌り
㉺え，問題をゎỴしていくࡈとに，人間の心は
力強く，たくましくなっていくと述べているこ
とから，本研究においても，問題ゎỴ力の重要
性が示唆された。 
➨３因Ꮚの㉁問㡯目には，“時間が過ࡂるのを
ᚅつ”，“どうしようもない時にあきらめる”など，
ストレスࢥ࣮ࣆࣥࢢにおけるᅇ㑊㸦୕ᾆ・ᆏ野，
1996㸧やあきらめ㸦㬗ῲ，2009㸧などといった
ᾘᴟ的な意࿡ྜいの要⣲がྵまれている。しか
し，問題にあまりᅛᇳすることなく，状ἣや問
題と向きྜう力も心のᅇ復力にはᚲ要であるこ
とがうかがわれる。大きな問題に┤㠃した時に，
ᮯ៧してしまうと，ఱ事にも㞟中できなくなり，
精神的にも㏣い㎸まれてしまうྍ能性がある。
自ศに㝆りかかる問題に対して，“いいຍῶ”を
ྰ定的に捉えるのではなく“いいさじຍῶ”で問
題と向きྜう力が大切であると考えられる。 
因Ꮚศᯒの結果から，レࢪ࢚ࣜࣥスとࢥ࣮ࣆ
ࣥࢢの㉁問㡯目が多いことから，本ᑻ度のᵓ成
は，レࢪ࢚ࣜࣥスとࢥ࣮ࣆࣥࢢの要⣲を多くྵ
まれていることが考えられる。一᪉，心の࢚ࢿ
ルࢠ࣮がྵまれた因Ꮚは，࣏ࢪࢸ࢕ࣈ力のࡳで
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あることから，心の࢚ࢿルࢠ࣮は，࣏ࢪࢸ࢕ࣈ
力との㛵連が強いことが᥎ される。信㢗性の
検ドを行うために，ǂಀ数を⟬ฟした結果，ྛ
因Ꮚの結果や඲体の結果から，概ね‶㊊のいく
್がᚓられたと思われる。ጇᙜ性については，
ෆᐜ的ጇᙜ性の検ドのࡳであったため，ጇᙜ性
の検ドをさらに重ねていくᚲ要性がある。 
 
ᮏ◊✲࡟࠾ࡅࡿㄢ題࣭ᒎᮃ 
 
௒ᅇ，調ᰝを౫㢗した中学ᰯは，ᮾ໭ᆅ᪉の
学ᰯであり，特定のᆅᇦでの調ᰝであった。そ
のため，ᆅᇦや学ᰯによっても生ᚐの様Ꮚや㞺
ᅖ気，学ᰯ生活における問題なども異なるため，
௒ᚋは，௚のᆅᇦでの調ᰝも行うᚲ要があると
思われる。また，調ᰝ㸯での㡯目㑅定のุ᩿基
‽が主観的な㑅定になったため，㡯目㑅定につ
いて༑ศ検討するᚲ要があると考えられる。本
ᑻ度のጇᙜ性についても，ෆᐜ的ጇᙜ性の検ド
のࡳであったことや ǂ ಀ数の数್がపい್を示
すことから，ጇᙜ性が༑ศ検討されていないと
考えられるため，௒ᚋ検討していくᚲ要がある
と思われる。 
心のᅇ復力を，῝้な状ἣから心のᏳ定をྲྀ
りᡠし，஌り㉺えていく心の強さであるとする
と，心のᅇ復力がపい生ᚐは，心のᅇ復力の㧗
い生ᚐよりも，予ᮇࡏࡠฟ᮶事や῝้な状ἣに
見⯙われても，自力で困難を஌り㉺えられるྍ
能性がపいと᥎ᐹされ，よりᡭཌいࢧ࣏࣮トが
ᚲ要であると考えられる。ᩥ科┬の中ኸᩍ⫱ᑂ
㆟఍㸦2007㸧では，ᩍᖌがᏊどもと向きྜう時
間をຠ果的・ຠ⋡的に活用するᚲ要があると述
べられ，また，生ᚐとのよりよい㛵ಀを目ᣦす
ために㛵わりをᕤኵするᚲ要性がၐえられてい
る㸦㧗ᶫ・㕍，2008㸧。生ᚐの心の強さの㸯つ
である心のᅇ復力を 定することで，困難な状
ἣに対して஌り㉺える力がపい生ᚐを事๓にᢕ
ᥱし，トラࣈルの発生やストレスࣇルな状ἣに
おいて問題が重⠜໬する๓に重Ⅼ的な対応を行
うことが考えられる。本研究は，㝈られた時間
や人的㈨※の制⣙をకうᩍ⫱現ሙにおいて，よ
りよい生ᚐ対応のあり᪉を検討する上での一ຓ
となるものと᥎ᐹされる。  
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精神的にも㏣い㎸まれてしまうྍ能性がある。
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Psychometric properties of a scale measuring mental 
recuperation in junior high school students 
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Abstract 
 
The study examined the psychometric properties of a scale measuring mental 
recuperation (the ability to overcome difficult situations) in junior high school 
students. 
 This scale was based on the concepts of resilience, coping, and mental energy. It 
was administered to 684 junior high school students (boys:354, girls:330) in the 
Tohoku Region. Exploratory factor analyses indicated that the 19-item scale 
comprised three factors: positive thinking, problem solving and cool judgment. 
The scale had adequate internal consistency (Cronbach’s alpha = .81，.76，.59). 
The specialists in clinical psychology reviewed the items and confirmed the 
scale’s content validity. 
 The present results show that this scale has adequate internal consistency and 
content validity, so it can be used to evaluate junior high school students in order 
to provide them support. 
 
Key words:  junior high school students，mental recuperation，resilience，coping，
mental energy 
る感じやすさ」とストレス過程との㛵連 研
究㞟㘓㸦ව学⩦ᣦᑟࣁࣥࢻࣈࢵク㸧，㊊฼ᕷ
立ᩍ⫱研究ᡤ,101-113. 
Ọ஭ᚭ㸦1996㸧㸬不Ⓩᰯの心⌮-࢝࢘ࣥࢭラ࣮の
立ሙから-，ࢧ࢖࢚ࣥス♫. 
୕ᾆṇỤ・ᆏ野㞝஧㸦 1996 㸧㸬中学生に     
おける心⌮的ストレスの⥅時的変໬
Japanese Journal Educational 
Psychology 44, 368-378. 
᳃ᩄ᫛・ΎỈ┈෬・▼田₶・෠Ọ⨾✑Ꮚ・Chok 
C, Hiew㸦2002㸧. 大学生の自己ຠ力とレ
ࢪ࢚ࣜࣥスの㛵ಀ 学ᰯᩍ⫱実㊶学研究 
➨㸶ᕳ，179-187. 
ᩥ㒊科学┬㸦2007㸧㸬中ኸᑂ㆟఍ ึ➼中➼ᩍ
⫱ศ科఍㸦➨ 54 ᅇ㸧ᩍ⫱ㄢ程㒊఍，㸯-㸴. 
ᩥ㒊科学┬㸦2011㸧.ඣ❺生ᚐの問題行動➼生ᚐ
ᣦᑟ上のㅖ問題に㛵する調ᰝ，㸯-㸲. 
ᑠሷ┿ ・ྖ中㇂⣲அ・金Ꮚ一 ・ྐ㛗ᓠఙ治㸦2002㸧㸬
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなฟ᮶事からの立ち┤りをᑟく
心⌮的特性Ɇ精神的ᅇ復力ᑻ度の作成Ɇ 
Japanese Journal of Counseling Science 
35, 57-65. 
ᑠ野ᑎᩔᏊ㸦2009㸧㸬๓向きな心はどのように
して⫱つのかɆ࢚ࢦ・レࢪ࢚ࣜࣥスを㧗め
る ඣ❺心⌮，23-28. 
ᆏ田成㍤㸦1989㸧㸬心⌮的ストレスに㛵する 1
研究Ɇࢥ࣮ࣆࣥࢢᑻ度㸦SCS㸧の作成のヨ
ࡳ 早稲田大学ᩍ⫱学㒊学術研究，38，
61-72. 
ᆏ根健஧㸦2009㸧.レࢪ࢚ࣜࣥスを㧗める࣏࢖ࣥ
ト ඣ❺心⌮㸦63㸧29-33. 
㧗ᶫⰋ⮧㸦2005㸧.不ⓏᰯのᏊどもとのかかわり
Ɇ多くの体験から学ࢇだこと ඣ❺心⌮ 
59㸦18㸧22-29. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
角田・藤井・菅野：中学生の「心の回復力尺度」作成の試み
―167―
